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　物部町頓定の丘の上に

鎮守の森があり、五社王

子宮・大師堂・公文先祖

宮が並んで鎮座している。

全国の社寺が、明治初期

の神仏分離令で寺堂が移

転されたが、市内で同一

境内に現存する集落が３つ

あり、そのひとつである。

　五社王子宮の勧請建立は

棟札によれば、永禄７年

（１５６４）で、「頓定村社御諸王子大旦那久徳衛

門賀地平行重」とある。大師堂は五社王子宮の別

当寺で、阿弥陀如来を祭る寺が存在したようで、

寺跡と伝えられる場所にクロガネモチの大木が繁

り、経塚もあって、室町期の薄肉彫の石仏や五輪

塔が根に挟まれている。

　頓定の地名は、仏教用語の頓証菩提から来てお

り、集落を開いた先祖の成仏を祈るという意味で

はないかとも考えられる。

　太師堂には３つの像が祭られている。江戸時代

寛文７年（１６６７）に、名本久文弥兵衛・平兵衛

の親子が、２代目仏像の阿弥陀如来・地蔵菩薩を

奉納したのではないかと言われる。弘法大師像は

赤岡浜に祭られていたが、当時、浜では不漁が続

き、仏と魚は相性が悪いと困っているところに、

頓定の人が通りかかり譲り受けたと言う。創建の

棟札には、元禄７年（１６９４）茂右衛門を迎え、

堂床を一人で建てたとある。現在の建物は、明治

２６年、後免町の大工酒井丈之助・同竜之助ほか

によって建てられ、彫刻が見事である。境内には、

大正２年頃に造られたミニ八十八ヶ所の石仏があ

り、霊場巡りが行われていたことを示している。

　長宗我部地検帳（１５８８）によると、「土ゐヤ

シキ二反に上池文丞が住んで支配していた」とあ

る。江戸時代初期には、大栃付近を治めていた公

文兵庫の長男源六が移住して名本となり、以降弥

兵衛以下が土居屋敷に住んで、代々名本職を勤め

たことが知られている。

　頓定には、しだれ桜の大木があり、４月８日に

はお釈迦様花まつりを行っている。以前には、大

師堂に提灯を吊って巡らせ、にぎやかに楽しんだ

時期もあったという。（香美史談会）
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　　作：國則　京花
（山田高校マンガ部）
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５月の風にのって

いっしょに　青空へ飛ぼうよ～
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